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砂州一郎

1964年12月にニュｰデリｰで開かれた万国地質学会議

(IGC)と国際鉱物学連含第4回総会(IMA)には

私は会議の期間中だけ出席し前後にもたれる巡検旅行

には参加しないっもりであった.しかし11月末近く

に在って創こ斎藤前所長のかわりに会議前の巡検旅行

に参加するように依頼され予定を急拠変更しカノレカ

ッタの南にあるJa鮒shedpur(あるいはTatanagarと

もいう)周辺の巡検に参加することになった.この町

には有名狂Tata製鉄所や国立金属学研究所がありま

た100k㎜ほどの行動圏内にNoam㎜di鉄山Mosab㎝i

銅鉱山地帯世界最大といわれるLapsaBuru藍晶石

鉱山カミある珀これらの鉱床や製鉄所･研究所の見学が

この巡検旅行の員的であった｡急に予定変更をしての

代理参カ回で鳶ゆ花だめほとんど予備知識をもたぬまま

に参加し蜜た私自身銭や鍋の鉱床学を専攻するもの

で広いので専門家の目からみるとみおとしていると

ころも多いかもしれない茄この巡検を属詞風紀裏とめ

てご紹介しておくことはする産

12月3濁

朝9時半台北をたち香港で乗りかえたJAL453便

ほ途中〆ンコックに寄港した上で夜10時ごろカルカ

ッタ空港に到着.機内に検疫官か乗りこんで慧てス

プレｰで消毒薬を機

内陸蜜い花上で降り

蕃ζとが許慈れる､

検疫官の深刻そうな

顔が面白い.空港

建物の入口にはIG

C参加者歓迎の横幕

が張られておりイ

ンド地質調査所の若

手職員が出迎えてい

る､453便にも10

人近いIGC参加者

Dr.D雛騨淋笹

カミ乗っていたようで1人1人聞いてまわり宿の手配

その他をしてくれる.調査所の人々がIGCを成功さ

せようと一丸になって努力している様子がよくわかる.

非能率的で官僚的な税関で1時間近くかかり夜の街

道をバスでゆられながらHote1Spencerに到着したの

はすでに12時近くであった.

インドでのチップのむずかしさを聞いていたのでフロ

ントで問いただしてみたら当ホテノレでは一切チップは

うけとりませんノレｰムボｰイにもやらないで下さい

という.しかし部屋に案内されるとボｰイ畏ルｰ

ム･ボｰイ床ふき･靴みがき用ボｰイポｰタｰと4.

5人ものボｰイがつきチップを渡すまでは部屋の中で

整列したままで帰ろうとし鮎'.なるほどこれはたい

へんなものだなと思い小銭を1人1人にわたしてご退散

ねかいやっとベッドに入ったのか1時をすこしまわっ

ていた.

12月4同

朝からまばゆいぱかりの太陽.車で地質調査所を訪

問する.地質調査所はインド博物館の裏手にある赤色

砂岩でつくった建物.このほかに市内に数力所の分室

があるそうである.岩石鉱石底との研究室をみせて

もらう.鉱石の研究室で私が前に行狂った黄鉄鉱の結

界の形についての語カミでる.Mosab㎝i銅鉱床地帯の

黄鉄鉱の結晶の研究をしてきた結果われわれは為前の

国の砂川の緒論と同じ結論に到達したと私に讃してく

れた.私がその当人だとは細ら症いよう溶のでそれ

は私であるといったらひどく喜んであらためて握手

のしなおしを求められた.

ついで別棟のX線研究室を尋ねてみたらそζ1び隼

前滋シドンで交友のあったD篶D鵜騨庫がいる由彼

はBirkbeckCo11egeの物理の教室で鉄化合物の変態の研

究をしていた人で当時私もその教室を時折尋ねてx線

で私の試料を調べてもらったりしていたのでよく細りた

闘がらである占淀鶯物理の教室にいたのでインポ紀

帰りても大学にでもいるの花るうと思ってい花澄けに

調査所で依然をして炭酸塩鉱物の相転移の研究をして

いるのをみい化して本当にびっくりしてしまった.

昼食をともぽしながら彼の研究の請などを闘いている

とごζでも基礎的な研究をしてゆくのにはか赦りの

困難茄とも荏われていることがわかる方その申で彼の

ようにすぐれた成果をあげているのにたいへん心強いお

もい沸する昔

私記はイギリス留学のころからインド人の科学者

争ζは本当紀科学する心添蔑花芽生えていずしたがって

オソジナルな研究をするごとができないのではないか�
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という印象を強くもっていた.しかし彼と話してい

ると新しい科学の芽が育ってゆきっっあることを感じ

嬉しい数時間であった.彼の研究室でフィンラン'ドの

PrOf･Sahamaに2年ぶりで再会する.相変らず真白

な顔流暢な英語葉巻をくゆらす彼をみてなつかしい.

地質調査所で明朝出発するA-18Nの巡検旅行の集合

場所や時間を問い合わせてもらう.お前の名前はメン

バｰのリストの中に入っていないという返事.私は斎

藤所長のかわりに参加するのでこのことはすでに私か

ら3度も変更の通知を出しであるといっても通じない.

なんとか席をさカミしだすからしばらく待てという返事で

ある.あとで闘いてみたら斎藤前所長からはカルカ

ッタ到着時刻を通知した手紙が来ているだけで私を代

理に送るという手紙はうけとっておらず巡検のリｰダ

ｰは斎藤さんが来るものとばかリ思って首を長くして待

っていたらしい.そこへ私が飛び入りしてきたもの

と考えそれでもなんとか苦面して私を割り込ませよう

と努力してくれていたらしいのである.私の手紙は受

けとってい衣かったのかもしれない.しかし私はそ

んなことは知らないので手まわしの悪さにいらだっば

かリ.調査所で待っていてもきリがたいのでホテル

に帰りそこから再三電話してみる.最後にやっと斎

藤さんがこないことを納得してくれて集合時間や場所を

教えてくれたのはすでに集合時間に1時間半しかない

時刻に匁ってしまっていた.あわてて夕食をとリホｰ

ロｰの駅にゆくこの巡検旅行は2班にわかれ一班は

汽車で他班は明早朝飛行機でJamshedpurにむかう

ことになっているそうである.

ホｰロｰの駅は人の群と臭気でむせかえるばかリであ

る.ホｰムのあちこちにコンクリｰトの床の上に毛

布一枚あるいは汚れた布1枚でミイラのように身体をく

るんだまま寝ている人々汽車を待つ人々ポｰタｰの

灘が雑居している.靴をはいている人問の数はまばら

で大部分ははだしのままである.

汽車は1等寝台4人のコンパｰトメン'トでトイレ

シャワｰがついている.ただし窓は小さく鉄格子が

はまっていてなんとなく馬輸送の貨車をおもわせる.

寝台といっても敷布や毛布は備えてない.インドの鉄

道のしきたりで寝具は一切乗客が自分で持参すること

になっているのである.ただし外国人の旅行者などの

ため毛布･敷布･枕がセットになってひとまとめにした

携帯用の寝具が売られていたリ駅で賃貸ししてくれる.

1回3ルピｰの借賃である.自分でベッドをつくリ

人リこむ同室はオｰストラリアとフランスの地質屋.

私は若いので上製に寝るが汽車がうごきだすと振動の

激しいのにおどろく.横になっていると自分の胃が

ぶるんぶるんとふるえるのを感じるほどである.それ

でも間もなく眠りに入る.

Tata製鉄所モデルりレｰム

て2月5目

汽車は5時半Tatanagar(Jamshedpur)駅着.し

かしそのままそこに停車しておリ起床は6時半.駅

前からジｰプタクシｰに分乗してTISCO(TataIron

SteelCo.)のゲストノ'ウスに向かう.駅周辺の貧民街を

とおリ抜けた上で道はまもなく住宅地に入る.TISC0

の高級従業員の社宅街であろう.広々とした庭緑の

庭木や色とりどりの花を咲きほこらせた庭をもつ立派な

屋敷がこの一がくに連なっている.この住宅街の中に

TISCOのゲストノ'ウスがある.割当てられた部屋はエ

アコン付きバスノレｰム付きのりっぱなものでカルカッタ

の一流ホテル以上である.ここが今後1週間の宿舎と

なる.ここで後続の飛行機組をまつ｡東大教養学部

の湊さんがこれでくる予定である.後続組が約1時間

おくれて到着.朝食後Tata製鉄所見学を行なう.午

前中モデノレ･ノレｰムの見学午後溶鉱炉の見学を行なう.

Tata製鉄所はイィドで建設された最初の近代的製鉄

所で1911年の創立で当時は3000t/yであったが現在

は年間約200万tの生産がある.使用鉄鉱石340万t/y

石灰岩77.5万t/y石炭2200万t/y電力8.8万kw.

製鉄施設として焼結設備1コｰクス炉256窯高

炉6混銑炉3平炉10転炉6電気炉2灼熱炉2

焼結炉4圧延等を備えている.従業員5～6万人

原始的な製鉄炉の実物模型

現在も地方酌に使われているという(モデル･ルｰム)�
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平均給与20～25ルピｰノ月.

モデノレノレｰム内の展示はまことにみごとで中央に立体

模型を並べ両側に図による説明がなされている.第2

の部屋には鉱石や製品の実物展示カミありまた現在でも

使われている原始的た製鉄炉の実物模型がとくに目をひ

いた.これは地方的に広く使われておリ写真でみる

ような形をした土製の炉でなべかまノ'ン'マｰ底ど

の器具をつくっている.建造費約1000ルピｰ2目の

作業で2～30ポンド位の製鉄を行なうことができるそ

うである.午後熔鉱炉焼結工場コｰクス炉

TISCO所属研究所(研究所職員約500人他に分析室

に200人)上吹転炉圧延工場機械工場などを見学後

ゲストノ'ウスに帰る.

12月6目

午前午後ともJa㎜shedpur東南東約50kmにある

Si㎎hbhum産鋼ベノレト内のMosab㎝i銅鉱山および

Pathargh丞raの燐灰石一磁鉄鉱露頭の見学を行なう.

この目以後見学する地帯はほとんどアｰキァンの地層

で占められており南部にわずかに第三紀層が露出して

いるのみである.

アｰキアンの岩石は変成作用の著しくたい南部と著

しい北部とに大身■jされその間はスラスト･ゾｰンで境

されている.スラスト･ゾｰンIはMosaboniまでは

東西に走りそこから南東に方向をかえ全長160kmに

も達している1このスラストに沿って銅の鉱化作用カミ

ありその他にウラン燐灰石磁鉄鉱の鉱床がつくら

れている.Mosaboni鉱山はこのゾｰンの申で唯一(同

時にインド全体でも唯一)の銅鉱山でありPatharghara

は燐灰石磁鉄鉱の鉱化作用を示す地帯である.スラ

スト･ゾｰンの南側の変成作用の著しく狂い地層中には

NOar㎜ndiの巨大な鉄鉱床が胚胎しておリ北側の変成

作用の著しい地層中には世界最大のLapsaBuru藍晶

石鉱床が存在する.これらほ後目見学の予定で今

日はスラスト･ゾｰンの銅鉱床の見学に向かう予定であ

る.

朝8時半バスでゲスト･ノ'ウスを出発.バスは両

側にIGCの横幕をつけているがいかにも旧式た箱型

のもので床のクッションも至って悪い.舗装道路を

ノ'イスピｰドで南下.両側に稲田が続きちょうど稲

の収獲中である.しかし大地は一面に赤茶けた色をし

ており黒土はみられない.ラテライト質の土壌なの

であろう.木々も至って少なく植樹のまわりには1

㎜近くも石をつんで匿1いをつくってある.こうして

日影をつくらなければ木も育たないのであろう.所々

に散在する村落の家女は土でかためて草の屋根をふい

たもので出入口以外は怒らしいものはみられない.

これもまた暑さよけのためにあみだした建築様式なので

はなかろうか･ラテライト質土壌をつ中ってv'るため

か家の壁は皆赤褐色である.もっとも壁の上半部は

白くぬってあるので結構美しい外観をなしている.

村落周辺にははだしで操の子供たちがたくさんいる.

頭に水がめをのせて歩く女の人年ぐるまをひいて稲の

収穫にむかう農夫いずこも同じ人間の生活カミある.

ゆるやか在起伏の平原の申を車は進んでゆく.所々に

玄武岩でできた小高い山カミある.約2時間のドライブ

の後Rakha鉱山Roa㎜･Sidheswarなどの産銅地帯

に入る.この地帯では小高い起伏が続き樹木の繁茂

もよく羊の放牧がみられる.またあちこちに試錐や

ぐらカミ組まれている.いずれもインド地質調査所の探

査隊のものとのことである.やがてPathargharaの

燐灰石一磁鉄鉱の露天掘跡に至り下車地域の説明をう

ける.

Rakha鉱山からMosab㎝i鉱山にかけての産銅スラ

スト帯は北から次のような岩石の順序をなしている.

破砕帯の北

1.第三紀砂礫およびラテライト

バスの機鰹終夏む｡歓迎の機籍抄憾りである

Pathar曲a澗鱗脈石露頭付近での説聞

二'蹄㍗グ蝕幾

蚊灘坤の農村風景�
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21合ざくろ万藍晶石雲母片岩角閃石片岩超塩基性岩

3.藍晶石一石英片岩(デュモルディエ石と電気石を含む)

破砕帯

1.石英一緑泥石片岩

2.曹長右一黒雲母一石英片岩(電気石･磁鉄鉱岩のレンズ

を含む)この帯にMosaboniなどの銅山が発達する

3･電気石一緑泥石一石英岩(まれに珪岩の角礫を含み所に

より礫岩発達)ここにも銅鉱床が発達する

破砕帯の南

1.緑泥石および黒雲母片岩

2.珪岩

3.滑石および緑泥石片岩

4.珪岩

5.黒雲母および滑万を含む緑泥石片岩

6.メタ火山砦(黒雲母一撮泥石片岩･緑れん石および緑泥

石一アクチノライト片岩)および変質超塩基性岩

このうち破砕帯の中では3種類の鉱化作用があり

1)燐灰石一磁鉄鉱々化作用2)ウラニウム鉱化作用

3)硫化鉱物鉱化作用である.うち1)の鉱化作用

は最も早期のもので一般に上部にのみ発達し黒雲母

化作用緑泥石化作用カミいちじるしい.燐灰石･磁鉄

鉱はこれらの結晶片岩中にレンズ状に発達しており地

下70mでは消失する.これに対して2)3)の鉱化

作用は1)よりも晩期のものでかつ深部にまで発達し

ている.これらの鉱化帯はスラストで規制されており

破砕帯にともないしぱしぱエシェロン状をなしている.

母岩は場所によって異なりMosab㎝iではソｰダ長石

花闇岩中の緑泥石岩Rokhaでは石英緑泥石岩および珪

岩の角礫その他のところでは緑泥石片岩や石英雲母片

岩である.

この鉱化帯中で唯一の稼行鉱山であるMosaboni鉱山

は英印合弁のIndianCOpperCOrpOrationLtd.で稼行

されており1929年から産銅を開始して1961年までに

平均Cu2.18%の銅鉱石を約1020万t産出した.ここ

には本坑と西坑カミあり延長5km深さ700m(傾斜に

､.､ニベ｡毒

噌

Patharghara燐灰石一磁鉄鉱露頭

沿って約1500m傾斜は平均38曲)現在22坑蜜で開発さ

れている,従業員約6000人平均給与凄～凄｡釜ルど一畑

Mo餓boが鉱山の坑内で特に面白いのはソｰダ花陶岩

でこの岩石は激しく破砕され時に礫岩のようなみか

けをもっている｡この岩石の申に帯状に発達する強い

片理をもつ暗緑色の緑泥石岩申に黄銅鉱黄鉄鉱石

英より匁る鉱石がレンズ状鉱染状網状ぽ発達してい

る.硫化鉱物の細脈は片理に沿って発達し花筒岩の

中にまでは入りこんでい扱い,その淀め案内者の説明

によると熱水源の鉱床であるが見学者の蹄には同時生

成説をもちだす人もおり坑内で五時議論の花が咲いた

のは地質屋の見学会ならではのことであろう.鉱石

には網目状鉱と塊鉱とがあり前者の方が経済的には重

要である.硫化鉱物は黄銅鉱黄鉄鉱のほかに磁硫

鉄鉱ペントランド鉱白鉄鉱がみられる.見学を終

わリゲストハウスに帰着した時にはもう8時をまわ

っていた.

12月7目

相変らず雲1っ加'快晴.昨日東行したのに対し

今日は西行しLapsaBuruの藍晶石鉱床の見学を行た

う.途中の景観は昨日とほぼ同じ.相変らず収穫中

あるいは収穫のすんだ稲困カミ続き所々に“森の炎"と

いう名の巨大な木の林がある.真赤な花を咲かせるそ

うである.部落では脱穀をしている.機械はほとん

ど使っておらず.鉄の棒数本を並べたものに橘を手で

叩きつけて稲こぎをしているのである.部落の家々

のまわりあるいは家の近くの木のまわりに平板状の石

カミ並べてある.墓石とのことである.途中小休止を

したおり勇をこして部落の中に入ってみる.私が近

づいてゆくと裸ではだしの子供達は一目散に逃げ出し

てゆき遠くでかたまって眺めている.中には泣きだ

して母親にし炉みつく子供もいる.家々は土造で出入

口以外恵一つない.庭は固く叩いてある.脱穀をす

灘一

熟肝蝦郷

見学場所ごとに左のよう桂立看板がたてられている

鉱I11の竪坑がみえる

ま艦㍗酷沖

呼:ぶ1平

､ゴニ

細∵丁秤

篶尋ぺ'･

前方にMosaboni�
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農家の底

るためであろう.日本の農家の庭も昔はそうであった.

子供のころ見たぼうち(棒打ち麦の脱穀作業)の姿を

おもいだす.庭には何枚かむしろを敷いて穀物がほし

てある.木のわくに藤をからませてある寝台がどの庭

にも1つ2つころがっている.夜も戸外で寝るのかも

しれなV'.その寝台の1つから老婆か起き出しけわ

しい顔で私の方をにらむ.やせ細って針金のような手

足とたれた白髪するどい眼光.私は早々に退散する

ことにした.

LapsaBuruの鉱区に入るところに黄や赤の花で飾っ

た歓迎のアｰチが立っていた.ここから山に入る.

最初藍晶石鉱山の南側にある黄玉の産地で採集する

山の中腹で下車して以後は徒歩.道はたいカミコｰス

にそって白ペンキで塗った礫カミ並べてあり矢印の立看

板がつけられている.インドの地質調査所の人達カミ準

備したものであろう.考えてみれば昨日のコｰスにも

行く先々にこのような準備がなされていた..たいへん

な努力を払ったことであろう.空港の出迎えともども

インドの地質調査所の人々が今度のIGCを成功させ

るために一致協力して払ってきた努力に頭の下がる思v'

カミする.一方で貧しさのきわみの人々の生活を眺め

一方で様々な不便をのりこえなカミらここまで準備をし

てきた地質調査所の職員の熱意をみいだす.このアン

バランスを私はどう解釈したらよいのだろうかインド

の人間の行動を眺めているといつも感ずるアンバラン

スである.背のぴをしているといってしま免ばそれ婁

でかも知れ狂い.しかし一旦自分の国のことをふ簑か

えってみると今度のIGCの組織や準備はほとんど,

完全にインドの地質調査所でなされてきたという.そτ

のため地質調査所の職員は過去3年間IGCIGピ

ですごしてきたと聞く果たして日本の地質調査所で国

際会議を成功させようとするこれだけの一致協力し花準

備がなされるであろうかとふと疑問に思う.

SouthHi11の黄玉は雲母片岩の中に脈状に発達してい

る長さ数Cmに達する結晶が得られる.ここでの撰

集を終えてLapsaBum藍晶石鉱山の選鉱場採掘場

を見学し鉱山事務所の庭でビュッフェ式の昼食をご馳

走に狂る.

LapsaBum(Bumは丘の意味)鉱山周辺の地質は1石

英･磁鉄鉱片岩石英･藍晶石岩石英片岩黒色珪岩

雲母片岩千枚岩変成塩基性岩類(尭閃石片岩)たど

で地域全体が北からのスラストをうけ岩石は所によ

りひどく破砕されている.もっとも広く発達している

岩石は雲母片岩で負閃石片岩は元来玄武岩溶岩であっ

たものか高度に変質したものである.藍晶石岩はLapsa

Bumに長さ1k㎜幅300mに東西1このびた発達がみ

られるほか多数の小岩体カミ発達している.しかしこ

れらの原位置の鉱床は現在全く手かづけられていない.

採掘しているのは主として山麓の風化土壌中に転任して

いる大小さまざまの転石で大ぎ径ものでは重さ数トン

に達する.転石を含んだ土壌の厚さは最大5.5m普

通2mでこの土壌をほり起こし藍晶石の転石をひろ

い棄めているのである.したかってLapsaBumの鉱

山は鉱山というかんじは全くせずまるでじゃかいも

掘りの畑のようである.土壌の下には雲母片岩カ茎発達

してv･る.こうして集めた鉱石は女性の選鉱婦カミ

水をたたえたドラムかんのまわりに中腰になってたわ

しをっかって洗v･天目乾燥した上で選別を行なってい

る.これらの作業は全く露天で行なわれている.鉱

石には3種類あり1)せんい状あるいは針状の結晶が

放射状に晶出したもので針の長さは時に30cm以上に

達する.2)塊状鉱(微粒結晶のもの)3)鋼玉を

含む藍晶石塊.このうち3)のものが品位が最も高く

また比重も高い(sp.gLふ2)品位はA120360～63%

年間産出量は約2万トンでほとんどヨｰロッパに輸出

されている.従業員男女を含めて650-1000名である.

昼食後Tatanagarに帰る.夕方6時からTISCO

LapsaBuru鉱山の歓迎アｰチ�
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所属のザビエノレ労働問題研究所で開かれたTheMi㎜･

ing,Geoiogica1andMeta11urgicalInstituteofINDユA

のJamshedpur(Tatanagar)支部総会に全員で出席.

巡検参加者のうち各国から計13名が持ち時間7分ずつ

の講演を行なう.

昨夜急に話をするようにといわれたので}本の銅1

鉛･亜鉛鉱床｣という題で最近各地で発見された黒軟

式鉱床とその発見に対して成因論や地質学者の果たし

た役割りについて紹介した｡デｰタもまったくもたず

専門家でもないのでずいぶんあやふやな語ビ扱ったこ

とと思うがそれでも黒鉱式鉱床というのは大方の入冷

にとって初耳であったらしくあとから色々尋ねられた.

しかし後で座長から本夕の話は全部録音にとってあ

るからそれをもとにして印刷するといわれたのには

いささかおどろいてしまったがすでにあとのまっりで

あつた.

総会終了後TISCOのBeldihクラブで晩さん会.

若手のTISCOの職員とインドのカｰスト制について

長いディスカッションをする.インドの将来の発展に

とってカｰスト制だと何らの障害にもならない.第1

インドにはカｰスト制などというものは存在しない.

というのが彼の主張である.在るほど憲法にはカｰ

スト制は認めていないことは確かであるが現実にはそ

れがきびしくも存在しすべての発展の足かせになって

いるのは誰の目にも明らかなのに…･

夜10時半ゲストノ･ウスに帰着.就寝したのは1時す

ぎであった.

12月8目

1昨日と同じコｰスをとってRakha鉱山一Roam

Sidheswar地域ににゆく.Rakha鉱山のところで

産銅スラスト地帯の破砕帯は最も狭くなっておりかっ

地層の順序カミたいへんよくわかる.約300mにわたっ

てスラスト帯の北から南にむかい横切って歩く要所

インド地質調査所の探鉱隊の試錐作業(RoamSi砒aswar地域)

要所の岩石の露頭には30cm幅で新鮮柱面を切りだして

あり岩石カミよく観察できるよう用意されている.北

から白雲母片岩珪岩および石英･藍晶石片岩黒雲

母･緑泥石･絹雲母片岩黒雲母･緑泥石片岩石英･

緑泥石岩(電気石･磁鉄鉱を含む)珪岩の礫を含む緑

泥石石英岩黒雲母･緑泥石岩塊状珪岩超塩基性

岩の順序である.地層は北に5～80の単斜このうち

銅の鉱化作用が行なわれているところは電気石磁鉄

鉱を含む石英･緑泥石岩中で上盤側に電気石磁鉄鉱

燐灰石および絹雲母化作用がみられ下盤側に珪化作

用カミ発達している.硫化鉱物は黄銅鉱黄鉄鉱磁硫

鉄鉱ペントランド鉱輝コバルト鉱で次にのべる

RoamSidheswar採鉱区ではNi1%CoO.09%

Cu2%の品位の鉱石をもっている.ウランもO.04～

O.05%含まれているとのことである.

Rakha鉱山はこの地帯のうちで一番早く開発されたも

ので1914～1922年間操業され平均Cu3.3%の銅鉱石

を約20万トン産出したがそれ以後休山中である.

RoamSidhaswar地域は現在インド地質調査所と鉱山局

とで採鉱中である.ここで行なわれている探鉱作業は

他のインド国内数十カ所で銅燐灰石鉄マンガン

タングステン岩塩ダイヤモンド石炭など各種の資

源に対して行なわれている採鉱計画の且つの典型である

らしいので少し詳しく紹介しておきたい昔

インド国内での有用地下資源の探鉱察業は国の事業と

して行なわれており地質調査所鉱山局国立鉱物開

発公団で組織的になされている古探鉱事業のうち地

表地質の調査地球物理探査地/苧探査離髄

浅いところの坑道探査は地質調査所の受け持ちである吉

このような探査事業を行なった上㌣∴彩る程度の見通し

をもった地域のその後の探鉱は鉱山厨終ひきつがれる由

RoamSidheswar地域では鉱イビ帯は延長約五｡3腕で

地表での探鉱指針に狂るものとして､ニニユ)電気石1磁鉄

LapsaBuru鉱山の藍晶石の選鉱場あつめた藍晶石塊をたわしで洗い

天1ヨでほした上で選別する�
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なお地質調査所ではノトチングな探鉱事業に平行

して基礎的な研究も行なっておりたとえばこの地域

の黄鉄鉱の晶相変化の研究も行なわれたしまた磁硫鉄

鉱の格子恒数を地質温度計をつかって硫化鉱物の生成

温度を400～470.Cと推定している.

宀

午後はMaubhandarにあるIndianCopPerCo.,Ltd.

の銅の選鉱精錬所の見学を行荏う.鉱石はMosab㎝i

鉱山から約9kmの距離の索道で運ばれてくる.原鉱

石の品位はCu2.15%Ni1%S30%亙e11%.浮

選で1日約1300トンの鉱石を処理している.浮選精鉱

の品位はCu26%Fe28%NiO.3%S30%Inso1.

9%.精錬は至って旧式で電気精銅工場は目下建設

中であった.現在は転炉をつかいCu99.4%NiO.42

%の銅のインゴットをつくっている.そのため銅のイ

ンゴットとして売り出す他に約i/3はこの精錬所で真輸を

っくるのにっかわれている.

12月9目

Tatanagar南西約130kmのところにあるNoa㎜undi

鉄山の見学に向う.この鉱山は世界最大の鉄山の1つ

で1目5000トンの鉄鉱石を産出している.水成起源

の層状鉱床でアｰキァンのIron･oreStag⑤に属する

地層中に産し

Bihar少Hカ〕ら

Orissa州にまで連

続する世界最大の

鉄鉱ベノレトの東翼

の最北端に位して

いる.IrOnOre

§tageの地層は下

部から千枚岩

����慮��

He測婁titeQuar-

Ziteチャｰト

ManbhandarのII1dianCo叩erCo･･Ltd･銅精錬所

碧玉赤鉄鉱の互層からなる)千枚岩と堆積している.

このうち最も重要なのはB.H.Q.(あるいはB.旺J･

BandedHematiteJasperともいう)で厚さ300mに

達する.鉄鉱層はこの中あるいはこの上層に発達して

いる.なおIron･oreStageの上にはDhanjori砂

岩一礫岩層をへだてて礫岩砂岩石灰岩頁岩等よ

り流る新潮アｰキァンに属するKolhan系の地層およ

び火成岩類が発達しKo1han系の地層中では石灰岩

マンガンなどが採掘されてv･る.鉄鉱床は東部山稜と

西部山稜とにわかれ機械採鉱は西部の一部のみで行な

われ他は手掘りである.見学した場所は機械掘りの

鉱区で手掘りのところは夫婦で1組みになって採掘に

従事し出来高払いである総従業員数約3500人.

鉱石の種類は多種類あり分類も

A)1.加assive2.1ami口ated3.Powderyムsha1y

とわけたりあるいは

B)1.hardore2･softore3･何akyore4blue

dustとわけたりしている.この他にも｡angoと特別

に称している角礫状鉱石もありCangOとはCOngrO･

merateのなまったものとのことで硬質鉱の角礫をセ

メントしたもので最上層にくる.b1uedustはA)の

powderyoreに相当し下盤のB.H坦｡の直上に存在す

る.微細な葉片状の赤鉄鉱よりなり金属光派をもつ粉

状鉱でB.H.Q.が脱珪酸作用をうけてっくられたものお

考えられている､ただしB1鵬d鵬tは余りに微粉す

ぎるため鉱石としてはつかわれていない.Bluedust

の上にくるものカ池m1蝸tedOreで硬質鉱と軟質鉱の互

層よりなり外見は㎜aSSiVeOreに類似している.

これもまた脱珪酸作用によるFeの濃縮の結果つくられ

たものと考えられてV'る｡maSSiV登O舵はC鋤騨と

共に上層部に存在しNoamundi鉱山の主要鉱局である｡

硬質塊状鋼灰色を呈し所により層状構造カミ認められ

水成起源と考えられている.

これらの鉱石の構成鉱物は赤鉄鉱が主で磁鉄鉱･

M弧bhandar銅精錬所�
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新潮アｰキァン彩稼亀砂嵩煽孫㈱節蜘滋鉱泌の鉱騒の上鍬ζく義由

このように古普･地割ζ奄秘か蓋沁ず欄脇もみら虹ず乎液ん救鋤鰯鰍ζ汐

っくリさせら扱蕃｡

針鉄鉱などはきわめて少量である｡赤鉄鉱は最低6脇

最高97%含まれているの紋対し磁鉄鉱は⑪～王脇針

鉄鉱はO～1晩でこの他1功オリン石英ルチル扱

とが計0～1脇含有されている由跳続位にするを鑓

～69%である.全的辻のよう溶良質の鉄鉱看で構成

されているこの鉱山の規模は塞ご幻蝸をみはるものが

ある.赤鉄鉱の微粉で靴から下着凄で茶褐色紀よごれ

た姿のままで簑暗闇のドライブの帰途につく宙

12月10日

この巡検の最終目も快晴でむかえる.今日の予定は

国立金属学研究所(Nati㎝a1Meta11岨gica1Laboratory

N･M･L･)とJa血shedpur市内見学である.N.M.L.ほ

有名な研究所であるが1950年創立であるから歴史はいた

って新しV･.しかしインド政府のひきつづく5カ年許

画に対麻してこの研究所の規模も研究内容も拡充を続け

ている.その研究範囲としているところは選鉱法

未利用資源の利用法各分野の金属学的研究(抽出金属

学一般金属学機械金属学金属物理学)耐火物鉄

鋼合金エンジニアリングデザインオペレｰション

'リサｰチエレクトロニクス等多岐にわたってい

る.広大荏研究所建物の他にパイロット･プラントを

もっている.

午前中はこのうちパイロット｡プラントの見学を行

なった.ここにはLowShaft炉SubmergedArc

E1ectricS㎜et1ting炉Vertica1Shaft炉Conyerter

Kiln低品位鉱利用(マンガンクロｰム合バナジン

磁鉄鉱など)のプラントビｰチ･サンドの選鉱プラン

トその他のパイ貝ット･プラントカミあり盛ん紀実験

を行なっていた.午徴ヰ市内見学の予定であっ花が

案内者から予定を変更して午後一杯凡M工.の研究施設

の見学を行なv'.そこで午後のお茶によばれると発表

された.この発表に皆不平満々で中には午後の見学

には参加せず単独に市内見学にでかけてしまうものも

い乱亙週間充実した見学をしてき花のでそるそろ

息敏曹洲談しがつ淀のであるう圭というよりは大部分

の入獄イン将の町の写真をとり花かっ淀の怒るうと思う､

ところ淋案内春側としては拷いインげの町の写真を

なる花け撮られ危くないという気持が働いてお1)予定

の変更をしたのではなかろうか仙というのは今日妻

での旅行で参加者が夢中で勿メラをむけるのは景色

でも地層でもなく貧しい農家のだ彪ず凄いや,裸の子

供達の姿でありたそういう様子をみていると自分

の国の恥部をこれ以上撮られたくないをいう心理が働く

のも無理からぬこをであろう岳しかしこの突然の予

定変更は曹の聞紀猛然とし彪反擦を婁書為ごしてし蜜い

年後の汎肌Lの屍学紀参加するを希望し花人はソ連か

らの参カ蘭者黛人のみで後は全部自由行動をあるといい

だしてし凄りた齢おてた案内脅側は再度予定を変

翼して牛後の前串のみの汎肌L屍学を行ない後半は

市内兇物紀ゆく&発表し花のでいやいやな淋らも半数

近く萄辻れ紀参加することに溶り花聾

汎肌しの本屋は麓物も施譲:も立派でかつ近代的であ

っ花秘見学時闘を短縮してさっと一凄わりした想けな

のでじ峨う漆んな印象赫得られ溶かっ淀智ここで為

茶をご馳走になり町に出たのはもう夕暮れ時で結局

2兎を追う結果になってしまったのは残念である.

この夜12時Tatanagar駅発の夜行寝台列車で全員カ

ルカッタに帰る.車中インド地質調査所の職員と同

室し調査所の組織地質教室のある大学の数や卒業生

の就職先などにっいて聞く一早朝6時半ホｰロｰの駅

着.地質調査所のジｰプが迎えに来ていてそれぞれ

のホテルに案内してくれる.ふりかえってみると細

かv･欠点ほあるにしてもたいへんよく組織され準備さ

れた巡検旅行であった一ことにIGCを成功させるた

めに払った地質調査所職員の努カと熱意に深い感銘を覚

…m･･i鉱蝸待の昼食萎轟は蕊むね三の篶なビュサフニｰ

スタイルで各種のカレｰ料理英国恩の料理茄用意されていた.�




